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　　巡回診療中の米田医師（タッタ県）

　パキスタンでは７月ド句から

続く大雨により、建国史上最悪と

いわれる水害に見舞われました。

国連緊急援助調整宮室の情報に

よると、９月１日時点て、被災

者約1800万人、死者推定1600

人余り、破損家屋120万戸以上

にのぼりました。洪水被害は北

西部から南部に渡り、パキスタ

ンの全122県のうち79県が被

災しました。AMDAはまず９月

２日にAMDAアフガニスタン支

部の医師２人をイスうマバード

に派遣しました。現地協力団体

NRSP（Nationa1 Rura1 SuPPort

アフガニスタン支部による巡回診療（アザクヘル）
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緊急救援　　救える命があればどこへでも

巡回診療する菅波代表（タッタ県）

Programme）との協議の後、アフ

ガニスタン医療チームの医師２

大石講師２大が９月６日から旧

北西辺境州ノウシェう県のアフ

ガニスタン難民が多く避難する

アザクヘル（ベシャワールから

15km）で巡川診療を開始しまし

た。母国の小児科医師らの診療

に多くのアフガニスタン女性が

子どもを連れてやってきました。

アフガニスタンチームは９月６

日から９月30日までノウシェラ

県内の避難キャンプで巡回診療

を行い､2祁4大を診療しました。

当初懸念されていたコレうやマ

うリア患者にいるものの、洪水に

よる流行といえるものではなく、

主な疾患としては下痢、急性呼

吸器感染症･耳鼻疾患、皮膚疾患、

眼科疾患が目立ちました。

　９月16日からは南東部シンド

州タッタ県に日本からの第１次

医療チームとして医師２大、看

護師仁人、調整員２大を派遣し

ました。９月24日にはAMDAイ

ンドネシア支部の医師２大・看

護師１大がタッタ県の巡回診療

活動に合流し、９月29日から

は第１医療チームに代わり、第

２次日本医療チームの医師２大、

看護師１人、調整員

１人と、AMDAバン

グラデシュ支部の医

師１人・医療助手１

人･調整員１人がタッ

ク県での活動を引き

継ぎました。９月17

目から10月２目ま

での診療患者数1476

人。主な疾患は、関

節痛や腰痛、風邪・

呼吸器感染症、皮膚

疾患、胃炎など上部

消化管疾患。

　アフガニスタン・

インドネシア・バン

ゲラデシュのイスラム圈の支部

と目本の計４か国から20人の

医療従事者等を派遣しています。

ご支援よろしくお願いします。

　　　　　　　　　皿川２目現行）

　虚弱児を診る渕崎医師（タッタ県）
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　１月に発生したハイチ地震被災者の精神的なケアと、

次回代の人材育成を目的に、AMDAで初めてとなるス

ポーツ親善交流を、ハイチ隣国ドミニカ共和国のサン

ト・ドミンゴ自治大学を会場に今夏実飽しました。ス

ポーツ交流の他に、文化交流、青年海外協力隊員の活

動する村の見学や、帰路にはニューヨーク国辻本部内

の見学もプログラムされたものです。

在ドミニカすリ目国口本犬使館四宮人使をはじめとする

多くの方々のご尽力の御蔭で、実りの多い事業を無事

実施することができましたっ改めてご協力くださいま

した皆様に心から御礼申し上げます。ここに、この事

業に参加した各国の子どもたち、ご協力くださいまし

た方々の一部ご感想をご紹介させていただきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　(以下敬称賂)

事業概要

　士　催：特定非営利活動法人アムダ:AMDA

　訪問国：ドミニカ共和国（サント・ドミンゴ、サマナ）、アメリカ合泉田（ニューヨーク）

　期間及びスケジュール:2010年８月16目（月）出発～８月25目O」く）帰国

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ドミニカ共和月頃白、ニューヨーク３泊、機中目白）

【スケジュール概要】
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－ツ親善交流（2口間）【サント・ドミンゴ臼治大学（UASD）コートにて】

ゴ）

１日目：ハイチ、ドミニカ共和国、口本の青少年と国VS国のサッカー親善試合

２日目：３国混合チーム　大人VS子供での試合。

駐）ドミニカ共和国L」本大使、ハイヂ大使、UASD大学学長、現地青年海外協力隊邑、

　　現地メディアなどが出席

2L」口午後：３国の子供たちで文化交流（サントドミンゴ自治大学講堂にて）・食事会
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　往ドミニカ共和国日本大使館へ表敬詰問。日本・ドミニカチーム参加

昼：サマナ県へ。 JICA青年海外協力隊が活動するパスクワラ村を訪問し住民と交流
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市内観光

夕方：ドミニカ共和国（サントドミンゴ）発　：アメリカ合衆国（ニューヨーク）着

【ニューヨーク】

国連本部見学。館内での出島幹雄AMDA名誉顧問による講話
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青少年参加者　ＦＣ干里中央より14名、岡山県新城村立新庄中学校より２名、広島県福山巾立城北中学校より２名

　　　　　　　計18名（中学生口名、昌枝生１名）

随行者（敬称略）

　AMDAより　　菅波茂代表（出発～8/20まで同行）、職員／竹谷和良石岡未和、ヴィーラヴァーゲ・ニッティアン、

　　　　　　　　現地受け入れ（駐在員）：八尾直毅義肢装具十、森田佳奈子調整員

　FC千里中火防将　岡元忠彦、事務局　阪ﾄﾞみどり、大阪そねざきロータリークラブ　米田良介、株式会社JTB西日本　川並和幸

実施協力団体及び個人（敬称略）長ドミニカ共和国日本大使館、在ドミニカ共和国ハイチ大使館、サントドドミンゴ自治

　大学及び学生ボランティアチーム、サンティアゴ科学技術大学ハイチ入医学生・看護学生ボランティアチーム、青年海

　外協力隊ドミニカ駅長隊員、AMDA名誉顧問・田島幹雄／元国辿本部経済政策社会問発部長、入阪そねざきロータリー

　クラブ、株式会社JTB西［］本

又胎り’斤/D一月訂Z刈夕士－ﾌﾞｿシ　20jo.yり



　　　　ご　挨　拶

駐ドミニカ共和国特命全権大使

　　　　　　　　　四宮　ｲ言隆

　この度、AMDAの機関誌10川号とし

てハイチ特集が発行されることに対し、

心からお喜び申しﾄげます。

　本年１川12日の夕方、ハイチの首都

を襲ったマグニチュード7.0の他言は、

この街の主要な建物や住宅を面映古社、

正確な統計かおりませんが推定でも20

万人以上の人名を奪い、約370万人の被

災民を出す大惨事となりました。私はハ

イチを兼轄する特命全権大使として、地

震発生の３日後に現地入りレ以来ハィ

チとの往復を繰り返し、通算で約７週間

彼の他で款援、復興活動に従事しました。

　激震のために現地大使館は使用不能に

なり、事務所のバックアップとなるべき

臨時代理大使の公邸も崩壊した申で、我

が国も直ちに緊急援助物資の供ヅ、JICA

および自衛隊の緊急医療チームを現地に

派遣して援助を開始しました。各国から

続々支援が届く申で、日本からもやがて

AMDAをはじめNGOの援助隊も到着し、

力を訪わせて支援活動に努めましたづ国

連借と協力して、震災後のニーズ調査

（PDNA）の実愉にも日本から専門家を派

遣しました。

　そんな時、私はかくも悲惨な状況ドで

ハィチ人の見せる逞しい姿に強い印象を

受けました。今|川の地震以前からハイチ

は|げ界の昌貧困として、次々と困難な状

況を体験し、それ故に今回の震災もハイ

チの人々には数々の苦境の一つに過ぎな

かったのだと思います。こんな悲しい祥

子を前にして、私も地震国日本は可能な

　AMDA名誉顧問　　田島　幹雄

元国連本部経済政策社会開発部長

　ドミニカ共和田でのAMDA主催ハイチ

大地震復興支援スポーツ親善交流事業に

参加した中学生達18名が帰途、ニュー

ヨーク国連本部、ユニセフ本部を表敬訪

問してくれた。連日の疲労も見せず勉強

会に精力的に参加してくれたのは立派、

日本の子供達には期待が持てると思っ

た。子供達がスポーツを通してハイチ、

ドミニカ共和国のﾄﾞ供達との友情を深め

る事が出I来だのは大きな収穫だった。こ

れこそ真の国際交流だ。矢張り国際交流

の出発点は個人レベル、が:のレベルだと

いう事を改めて悟らされた。子供達には

今後とも「スポーツ親善大使」としてス

ポーツを通して「平和の文化」をどんど

ん広めていって欲しい。

　国連は政府団体、AMDAは民間団体

を覚えました。

　３月にニューヨークで行われたハイチ

支援国会合において日本政府は支援額を

積み増し、総額約１億ドルの支援を表剛

レハイチの復興のために、医療、教育、

農業等の分野における支援を行うととも

に、最大持て350他の自衛隊工兵部隊等

を「円辿Ｄイチ安宝化ミッション∠に派

遣していますづこれらの支援は、ハイチ

政府・田沢だけでなく国際社会からも高

く評価されていますが、この国を再建す

る道のりは、最低10年は必要といわれ

ていますっ

　こうした申、去る８月□～25日、ド

ミニカ共和円において、AMDAが日本、

ハイチ、ドミニカ共和国の三力国の青年

を集め、スポーツ交流･文化交流プロジェ

クト「市民参加や人道支援外交」を行っ

たことは、極めて時宜を得たことでした。

日本大使館は、本件プロジェクトがハイ

チ復興支援のために有意義であると考

え、この企画の実現に全面的に協力しま

した。

　AMDAは、当地のサントドミンゴ自

治大学、在ドミニカ共和国ハイチ大使館

の協力も得つつ、短期間で準備・調整を

進めた結果、本プロジェクトは当地工要

紙でも大きく報道され、当地社会に大き

である。併し国連憲章には財界不和、貧

困撲滅の為に一部の民間団体の協力を得

たいという項目が偕まれている。AMDA

の業績がかわれ、国連経済社会理事会

がAMDAに経済社会分野での最高の

(総合協議資格JC'Genera1 Consultative

StatUSI')が与えられ国連会議で議題(項

目)の提案、workingpapersの配布、発

言が許されている。医療面だけでなく、

人道面、紛争予防㈲での今後のAMDAの

活躍が期待されている。
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なインパクトを万え大成功に終わりまし

た。また、参万口したハイデ人白年が、今

回のフロジェクトのづ賀としてあらかじ

め日本語や空手の勉強をして、文化紹介

の際に片言の日本語を笑顔で披露してく

れた時には、こうした草の根の交流が特

つ威力を実感しました。

　ハイチの未来にはこれからも多くの困

難が予想されますが、今回の企画はハイ

チの未来を担う青年達に勇気や希望を与

える上で極めて有益であり、この素晴ら

しいプロジェクトを実施したAMDAに対

し心から敬意を表したいと思います。ま

たAMDAが現住ハイチで行っている義肢

プロジェクトも、今後の国造りにとり極

めて重要な支援であり、AMDAの今後の

ハイチでの活躍を祈念してやみません。

　本ハイチ特集を通じ、現往もなお多く

の国民がテント生活を送っているハイチ

の儀しい現状をｰ人でも多くの方にご理

解いただき、引き続きハイチの未来造り

に支援をいただければ幸いです。

　日本は島国なの万外を兄る努力といっ

ても大変だ。でも丹の世界の出l来服に関

心を持つという事は目本の将来にとって

大切な事なのだ。無関心と言う事は世界

の人々が抱えている問題や苦しみを理解

しない訓こなる。同時に危機感も持って

欲しい。日本程資源、食料、貿易面で丹

田に依存している同も珍しい。彼等のお

蔭万口本はここ迄繁栄出来かのだ。思い

やりの心が希薄と言われている。世界の

人目の二割に相当する岫貧困の人達に対

して思いやりの心を持てないのではIHT霖

雨工経済人国の日本として情けない。

　21旧記は共生の世界だ。他に選択肢

はあるのだろうか？全ての人間は平等な

のだというところからスタートしてお行

いに違いを認めあい、多様性を尊垂し、

共生共存の精神を憚ち‾平和の文化」を

促進する事が21世紀の大きな課題､チャ

レンジである。
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ハイチ復興支援スポーツ親善交流に参加して

スポーツ親善交流の裏方としてドミニ

カで調整業務に就いてたイバン・イ

サック(lvjnlsaa()さんから

います。以前から日本文化にとても関心

があり、本格的に剣道と合気道を練習し

ています。

　私たちは実施の２か川前から様々な準

｡●　備をしました。伺度もみんなで集まって、

　私の名的はイバン　イサックです。ド

ミニカ共和円のサントドミンゴに伴んで

【ドミニカ共和国】

●ガブリエル　ロペス（14歳）

　この経験は、僕にとり良い経験になり

ました｡また､日本人の文化を近くで感じ、

ハイチ人のj!ども達ととても仲良く接し

ました。

　僕たちは昌初に日本チームと試合しま

した。彼らは僕たちドミニカ共和国人と

達って、開放的な性格ではないけど、と

ても親切でした。また、ハイチ人にはと

ても共感してゲームをしました。すべて

の試合を見てハイチ人の将来的な潜行能

力を感じました。日本チームとは将来、

協力関係を築きたいです。また、ドミニ

カでサッカーの試合ができることを楽し

みにしています。

●ルイス　フェリペ　ロペス（14歳）

　僕にとって、この経験はとても汽車な

ものでした。違った文化を具有でき、ま

た３力国のチームとの試合から、良いレ

ベルの試合をにることができました。ま

た、日本チームとは初めて試合をしまし

た。また、この試合ができることを期待

しています。

●イサイアスデヘス（14歳）

　いままで、これらの経験は、この国の

中では一度もありませんでした。他国の

子ども達の熟達した試合に参加すること

ができ、これらの友達は親友です。

サッカーコーチ　ホセ　フィーナ

（ドミニカ共和国サッカー連盟コーチ）

　AMDAスポーツ親善交流事業に苦力[|し

かことは、私たちにとり、とてもすばら

しい経験になりました｡スポーツは人間

間ﾄの関わりをとてもよくしてくれます。

　それは、とても遠い国の目本の子ども

達が、人々に手を足し仲べてくれハイチ

の人々を元気づけてくれました。それは、

一父ﾌ年聊'かか－jゼz割夕士－テル　2国Ｏｊｏ

イベントに参力目する人が充実した時間を

過ごせるよう、深夜まで議論を岨ねだり

と、最後の１週間はストレスピークの毎

[Iでした｡

　しかし、本番当日はとても素晴らしい

ものでした。ハイチや日本の子供たち、

そして運営を該にしたすべての人々と柚

り合う機会がもてたことをうれしく、誇

りに思います、私はこの事業を通して、

困難な状況に置かれた他の国を支援した

ハイチの子ども達へ新しい希望をもたら

したことでしょう、

　また、ドミニカ共和国の子ども達へは

頁実の友愛を示すことができました。

【岡山県】

　新庄村立新庄中学校３年　新家　夢紬

　私は今回ハイチ復興支援プロジェクト

に参加しました。サッカーのできない私

にとって、ハイチの少年達に何かできた

のかわかりませんが学んだことは多く、

私にとって生涯忘れられない貨車な体験

ができました。特にハイチや財界の現状

を知り改めて∩分の幸せに気づき、自分

にできることは何かと考えるきっかけに

なりました。ハイチの少年遠の心を元通

りにすることは難しいけど、笑

い合い一緒に過ごした思い出が

これからのハイチを変えてくれ

ることを祈り、これからもハイ

チや[且界のことについて考え続

けていきたいです｡

　　　新庄村立新庄中学校１年

　　　　　　　　　新家百合絵

　元々私はサッカーはあまり得

意ではなく、私に本当にできる

のかと不女になることもありま

したがハイチの少年達の力に少

いという停い想いを学ぶことができまし

た。とても重要で貴重な時間でした。

　このような素晴らしい機会をつくって

くれたAMDAには本当に感謝しています。

特に、菅波茂代表や森田調誓言は私を仁

頼して、このフ勺ジェクトに協力する機

会を与えてくれたことに心からお礼を言

いたいと思います、ありがとうございま

したっ

　これからも、世界の国々の人々が友情

の絆を強められる今川のような支援を実

現するために必要なことをすべての協力

者に繰り返し伝えていきたいと思います。

心からの感謝をこめて。

しでもなれたらいいなと思い、参加する

ことに決めました、実際あまりサッカー

では活躍できませんでしたが、交流の面

では活躍できたと思います。世界にはハ

イチの少年達のような子供がまだいると

恚います。私はこれからも様々な人の手

助けをしていきたいと思います。

【広島県】

　　福山市立城北中学校１年　小山諒祐

　ドミニカ共和国でのサッカーの試合に

ついて、初口最初にハイチのチームと試

計をしました。ハイチのチームは、員け

ていてもﾄﾞを向かず、ずっと笑顔でサッ

カーを楽しんでいて、とても上手かっか

です｡試合は､日本チームが勝ちましたが、

内容は日本チームが少し押されていまし

た。それは、慣れない賢さに体力を奪わ

れたからだと思います。僕は、ハイチと

の試合が終わると、頭が痛くなりドミニ

カ戦には出ることができませんでした｡２

回目は、３力国の混合チームで試合をし

ました。試訪中も言葉は通じなかったけ

れど、だんだんと気持ちが通し合えてき

た気がしました。スポーツの力はすごい

と改めて感じました｡いっしょにサッカー

を楽しんだハイチの人だちと別れるとき

がきました｡その時､ハイチの人たちは｢帰



りたくない」と泣いていました。その煙

雨は、国へ節っても宗がないレテント

での生活が待っているからだと言いまし

たっ

　僕は、この涙をにて、今からでも何か

できることがあれば、すすんでしていこ

うと思いました。ハイチの人たちも国に

節ったら皆に少しでも元気を分けてあげ

てほしいと思います。

　訪問先で、いろんな方から話を聞かせ

てもらいました｡そして､ハイチに在住し、

義足作りで支援している八尾さん、交流

会を支えてくれた森川さんからもたくさ

んの聯を敦えられ、改めてAMDAの支援

活動について知ることができました。こ

の交流会を支えてくれた人たちにとても

感謝しています。

　僕は、このような経験から貧しい国の

ことをたくさん学べたレ外国の人だち

と交流することは大事だとわかりました。

この貴重な経験をむだにしないように、

これから自分に何かできるかを考えてい

きます。そして何年か先、大人になった

ハイチやドミニカの人だちとまた会い交

流していきたいです。

福山市立城北中学校 田坂　憲宏

　僕が今回のプロジェクトに参加したの

は、今まで街頭募金活動という形でしか

被災国の助けをしたことがなかったので

サッカーを通してハイチの人たちを元気

づけられたらいいなという思いからでし

た。サッカーを通してハイチの人たちを

元気づけられたことはもちろん、３ケ国

のみんなと一つになってボー

ルを追い、国の違いなど関係

なく楽しむことができたこと

でサッカーのすばしさを改

1

めて感じました。

　また、ハイチの現状を聞い

て、家を失いブルーシートで　

ａ

囲んだテント生活や２牛口も　　１

歩いて水汲みに行くなど自分跨゛゛゛

の想像以上の生活に驚きまし

た。青年海外協利尿の活動の

視察や国連本部の訪問を通し

て、まだまだ世界には自分の

知らないことがたくさんあるなと思いま

した。

　ハイチは貧しい国といわれているけれ

どみんな一生懸命頑張っていて、僕も∩

分のできることから、積極的に支援活動

に参加していきたいです。

　今回の経験を通してみんなと仲良くな

れたこと、知らない財界を知ったことな

ど得たものは犬きかったです。 AMDAの

皆さまありがとうございました

【大阪府】

　　　　Fc千里中央　安達　光ｋ禰ｉ

　このドミニカ遠征で白分にとっ1乙2j………1･j.･ll11｡゜･1.1｡1｡･｡1111111.1.゜l

て一番成長に繋がったことは、ハレj………

イチのスドやドミニカのド達と交流

したことによって日本を客観的に

見れるようになったということと、

アムダの皆さんを兄でいて自分も

将来海外で仕事をしようという目

標ができたことだと思いますっそ

して、このドミニカに行った経験

と、この時に感動した気持ちを忘打ずに

将来海外で仕事をするときに活かせれば

いいと思いますっまたこれがきっかけで

海外で仕雁をするようになって財界に少

しでも貢献することがこのプロジェクト

に関係してドさった方々に対しての小さ

な恩返しになればいいと恩います。アム

ダの皆さん、ありがとうございました。

　　　　　　　FC千里中央　下別府健太

　僕は最初ハイチのJこ達と仲良くなれる

か心配だった、でもそんな心配は必要な

かった、

　ハイチの」こ達はとても陽気で初めて

会った川に僕達の部屋に遊びに来てくれ

て一緒に心葉ﾄﾞを食べたりした。

　また、サッカーの３カ国混合チーム戦

では点が入ったら皆でハイタッチをした。

皆がとても困るいのが印象的だった。も

う一つ心に残ったのは国連本部を見学し

た時の足国連の田島さんの「今は気づか

ないがるうがいつか視野が凄く広がって

　青年海外協力隊　松本佳奈さん

　21-2次隊　村落開発普及員ドミニカ共和国

　ハイチプロジェクト担当の森川調整巨

が、玖前に青年海外協力隊としてドミニ

カ鉄槌四万活動していたご縁で、ﾄﾞ供た

ちの健康管理、食事やホテル滞往時のお

世話、通訳のお手伝いをさせていただく

ことになりました。

　ハイチの子どもたちは何事にも一生懸

命。サッカーをしている彼ら、帽ﾋ交流

いることに気付くはず」ということばだ、

僕はまだわからないけどそうなったら嬉

しい。

　　　　　　FC千里中央監督　岡元忠彦

　このプロジェクトを知ら言れた時はス

ケールが人きく驚くばかりでしたが趣意

である「市民参加型人道支援」が私のポ

リシーの「サッカーを通じた幅広い人間

性の育成」に通ずると確信し参加させて

頂くことにしました。

　大会阿川ま長時間の移動の時差、寝不

足と異国の緊張との戦いでした。選手を

叱咤激励…と言うより脅しに近い言葉と

AMDAスタッフの優しさで徐々に気負い

や照れも消え、交流の輪が拡がり始めま

した｡その光景には思わず「来て良かった、

もっと頑張って輪の申へ入り込め!」と欲

張ったことを考えてしまうほどでした。

翌日の３力皿白図チ一一ムとスタッフチー

ムの対戦はに笑顔笑顔!の素晴らしい時

間でした。

凡年のサッカー人生でこの感動は初めて

のこと。本来の「スポーツ」の意味を大

いに考えさせられることになりました。

そして日本大使館での四宮大使、国連見

学での田島先生の固重なお話を頂くなど

選手連は特別万有意義な10日間を過ご

しました。

また今［川の旅万人の温かさを感じ、全員

元気に帰国することができ安堵していら

れるのはAMDA菅波代表を初めスタッフ

の方々、関係者の皆様のお陰と心より感

謝しております。

会でハイチの紹介をしている彼らは常々

としていて、本当にたくましく、地震の

被災者であるということを感じさせませ

んでした。

　子どもたちの交流に言葉はいらない。

言葉は通じないのに、みんな楽しそうに

交流していました。

今回の経験が、３ケ困の｣!供たちの将来

にいい影響を悍えてくれることを願って

います。

　‾ﾀ賜り″痢か‾x持/zｽﾞ|ブ半一犬ﾙｸｸ/ﾀﾌﾀ



2010年７月～９月の動き

〈講演＞

７月７日

７月９日

７月１０日

８月３日

８月５日

８月１６日

８月23日

８月２５日

９月２日

９月９日

９月29日
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岡山県立勝開田高等学校　人権教育講演会／ＡＭＤＡの活動について

第108回間西地区経済同友言言員合て竺言言プレザンテーション／款大石参加あれはとこまでも一国境を超える福祉

聖カタリナ大学　第８回ボうンアティアツノータ／ハイチ二百・チリ壮言被災者に対する緊急医療支援活動

おかやまコープ岡山東エリア「AMDAってなぁーに已　　　　　／ＡＭＤＡの活動について

おかやまコープ岡山美作エリア「夏休み親子deAMDA」/ハイチ・バングラデシュでのＡＭＤＡの活動から

メディカ大阪医師を目指すひとへのメッセージ／医療支援活動の現場から

MCAP10:アジア太平洋地域多国間協カブログラム2010/基調講演人道支援多国間協力のおり方-AMDAの事例から

ロータリー財団セミナー　国際ロータリー地区／市民参加型人道支援外交の提唱-ハイチ復興支援

防災の日に伴う特別講演会（総社市一日消防長・音波）　　　／緊急人道支援外交について

愛光学園／ハイチ地震の被害と復興、救援活動について

総社南高等学校１年団総合学習／ハイチ・バングラデシュでのAMDAの活動から

〈大学講義＞

　　　■　　　　　　■　　　■･･･　　　　　　■■■･■･■･㎜㎜･■･･■■７月６日　就実大学人文科学部　学生生活概論／ＡＭＤＡの活動およびボランティア活動一般について

９月１２日　吉備国際大学短期大学部　スピリチュアリズム／ＡＭＤＡの人道支援三原則

９月１６日ｌ相生市看護専門学校　看護第一学科２年生／災害看護国際看護

９月26日　岡山県立大学大学院保健福祉学研究科災害医療援助特論公開講座／ハイヂ地震・ヂリ地震緊急医療活動と復興支援支援

９月27・28日　岡山県立大学大学院保健福祉学研究科災害医療援助特論･演習／災害医療支援と国際協力、国内災害ボランティア、国内救助法他

＜イベント＞

９月26日　第24圓かんなべ福祉まつり

・ ＡＭＤＡの活動にご支援のお願い

　ご寄付の際には郵便払込取投票をご利用ください。

　※郵便振替

　　　　　口座番号　01250-2-40709

　　　　　口座名　特定非営利活動法人アムダ

　※e-バンクからのご寄付も受け付けております。

　　　詳しくはホームページをご覧ください。

　　　http://amda.orjp

ヒーリングコンサートVII 一種しと祈りの和樹会－

　ハイチ､チリ、中国青海省など､大きな災害で亡くなった方々

　への慰霊と復興を祈る集い

　イスラーム、神道、カトリック、プロテスタント、仏教の

　伝統音楽と祈り　※AMDAの活動パネル展示もあります

日時：平成22年１１月６日（土）

　　　開場13時　開演14時終演予定１６時30分
咽所：岡山カトリック教会聖堂　岡山市北区天神町

　　　開場13

場所：岡山カ｜

主催:RNN:RIRNN:Religious NGONetworkon Humanitarian Support
(RNN人道援助宗教ネットワーク)http刀ｗｗｗ．ｍｎＪｐ／
事務局　岡山市北区尾上2770
Tel/Fax:086-284-1214 e-ma計nn④kurozumikyo.com

参加無料

s吸阿’拘/･,7－　j.
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AMDAジャーナルー国際協力－2010年10月号　2010年１０月25日発行　1995年11月27日　第三種郵便物認可

Ｐａｎａｓｏｎｉｃハートクラブ

　パナソニックは､持続可能な社会の実現に向けて「育

成と桟生」を活動理念に「環境」と「次回代育成支援」

を重点分野として企業市民活動をグローバルに展開し

ています。

　一企業としての活動だけではなく、NPO・NGOや

行政との|霜働、社員一人ひとりのボランティア活動支

援なども推進しています。

　「Panasoni（1ハートフルクラブ）はその一環として、

2007年３月から提供しているプログうムで、社員向

け福利厚生の仕組みである「カフェテリアプラン」の

メニューのｰつとして、社凧が毎年付与されるポイン

トを使って、団体への寄付が出|来る様にしています。

寄付先団体とは寄付者・寄付先の関係のみならず、団

体の活動内容を社内に告知し広く社会課題を知っても

らう機会も提供しています。

チャリティイベント企画

によるご寄付

　岐脳県下匹|坦)ホテルパストール様

から、長野県奈川の活水牧場とフェル

ミエのチーズを楽しむチャリティー

パーティーの収益金のご寄附が寄せら

れました。

ＡＭＤＡは６月から新事務所に移転しています。

〒700-00回　岡山市北区伊福町3-3ト1

TEL 086-252-7700 FAX086-252-7717

　書き損じﾊｶﾞｷを集めています

書き損じハガ牛がありましたら、

AMDAまでお寄せください。切手

と交換し、通信費として使わせて

頂いています。また、未使用切干、

ハガキも集めています。

　※お問い合わせは

　　　　Tel:086-252-7700

　　　　Fax:086-252-7717

ボランティアさん紹介

　　　岡山大学大学院　大政　朋子

　私は現在、岡山大学の大学院で国際法

の研究をしながら、ボうンティアをさせ

て頂いています。修士論文では、国連で

一般的協議資格を認められたAMDAが、

岡山という地域からどのように国際貢献

をされているのか、その歴史と活動、ま

た今後の展開を含めて書きたいと考えて

おります。よろしくお願いいたします。

　パネル展示企画のご協力

ＡＭＤＡの活動パネル展示でご協力く

ださった２企画をご紹介します。

=--'&aS'-'｀‘｡･-I･』･lj･

□公益財団法人ボーイスカウト日本連盟

　第巧回日本ジャンボリー地球開発村

　８月２～８日　静岡県富士宮市

　朝霧高原にて

□ＮＰＯ法人e＆9研究所

　ハイチ地震被害に対する支援活動

　９月1～30日　広島県福山市

　まなびの館ローズコムにて

◆お知らせ

　今年も印刷費の一部が寄付になるAMDA支援年賀はがき企画があります。

　ご協力よろしくお願いいたします。同封のチラシをご覧ください。

．9o即・lijjo　・AMDAジャーナル　2010jo

　　　岡山大学文学部　横田　佳与

　岡山大学文学部４年の横出仕与と申し

ます。将来、国際協力の什服に携わりた

いと考えています。ありかたいご縁を通

して、卒業までの開AMDAでお手伝いを

させていただくことになりました。未熟

者ですが、頑張りますので宜しくお願い

申し上げます。

　j｀
゛ぶi

　神戸大学大学院　国際協力研究科

　　　　　　　　　　　　多田茉莉絵

　大学院では国際政治学の分野で研究を

進めていますが、今夏のインターンシッ

プでは、今口におけるNPOの必要性を

改めて認識しました。特に行政の力でカ

バーできない部分にいち早く支援を行う

緊急医療支援活動、市民参加や人道支援

外交は、まさに人々のニーズを映し出し

ているものだと思います。心優しいボラ

ンティアのみなさまと一緒に働くことが

できたことに本当に感謝しております。

今後もAMDAと関わることができれば幸

いです。ありがとうございました。
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